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§１．研究成果の概要 

 

本研究は， 発音動作を捉える口腔内超音波画像を中心としたセンサ情報を用いて，発話内容を

推定する無声発話認識に関する研究である．2019 年度は超音波画像から音響特徴量を直接推

定する手法を中心に研究を行なっていたが，より高い精度を達成するために 2020 年度は音声認

識のパイプラインを使用する Visual Speech Recognition（VSR）へターゲットを変更した．また，口腔

内超音波画像に加えて口元画像が同期されたデータセットに焦点を絞り，既存の公開されたデー

タセットを用いて，深層学習を用いた VSR パイプラインの基盤を作成した．この時得られた成果は

国際会議にて発表された．またその結果から，より大きなデータセットを構築することによって高い

精度が得られる可能性が示唆されたため，データセット収集を行うための準備を行なった． 

 

 

 


